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　　　　　　　　　緒　　　論
　近時，心臓自働性とAcetylcholine似下Ach）と
の密接な関係を示唆する報告1）があり，それによ
れば心臓ゐ自働性の張さはそのAch合成能に比
例するといわれる。この事実は心臓自働性に訟訴
する系列，即ち自働刺戟産生系列に：おけるAchの
重要な役割を端的に示唆するものでありAchと
心臓自働性との関係は注目しなければならない。
　前報で述べたATPの実験に引き続き，　Achを
外から與え，それに対する心臓の知慮の様式を考
察する事により，心臓の自働性を担うその系を探
究しようと，構造從って機能の軍純な発生過程の
難胎児心臓を用いて，本実験を行なった。ee
これPを難船見心臓の保生している村田氏液中に注加する事
により，最終濃度として何れの胎生時期においても2000×
となる様にした。
その実際の要領を次に一萱として示す。
脂生日
???〜???…??????????
Ach投與
前の保生
村田氏液
の容量
2．25cc
4．5cc
9．Oee
13．5ce
注加する200
×Ach村田氏
液の容量（括
弧内は重量）
　O．25ec
（1．25mg）
　O．50cc
（2．50mg）
　］．oocc
（5．00mg）
　1．50cc
（7．50mg）
最終保生
村田氏液
の容：量
2．5cc
5．Occ
10．Occ
15．Occ
Ach最終
濃　　度
2000×
2000×
2000×
2000×
　　　　　　　　　実験方法
　1．実瞼材料としての難胎児心臓の取り扱い九Ach・村
田氏液の投輿方法，EKG撮影：方法等は何れも王卿のATP
の実瞼におけるものと同一であり，從って省略する。
　II．実瞼した胎生日は，3、L／1（72時間），4日（96時間），5，
6，7，8，13Flの7種である。
　III．　Ach濃度．用いたAchは200×に作ってあり，
　IV．　Contro1．投興すべき200×Ach村田氏液の容量
と等しい容量のAehのない村田氏液を作用例と同一方法
で與えて，その戒績をControlの成績とした。
実験成．績
　1．成績として得た計測値：は，搏動数及び房室傳導時間
（PARA）の2種である。他の棘波間の時問的計測は微小す
ぎて誤差大きく無意味であり，ST・Tは℃ohtrolですでに
1）　Burn：　Physiol．　Rev．　30，　177　（1950）．
契　なお，本研究は都合上前後2篇に分ち，本篇では実験
方法・実験成績を蓮べ，考按は引続き刊行される本
雑誌第4巻3號に別に記栽し後篇としたい。
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不定の変動を示すので，両者共観察から除外した。
　II．掲載してある実瞼成績としての第1図より第11図ま
での各図は，各曲線1本1例に相当し，その圏点は3～5’
捧動の計測値の算術平均である。
　第1図より第11図までの各図は，横軸は藥物投興後の時
聞経過で軍位は秒であること，また縦軸はその実瞼例の基
準値よりの増減の量で軍位は捕動数では回／秒房室傳癖時
問ではm－Sekであること等一報ATPの実験成績の図と．
全く等しく，從って詳細は省略・する。　　　　　　　・
　III．　以下述べる各威績は，　Ach作用例，　Control例合
計して130例の結果であり，各胎生日については2～3群
の成績の集積である。
　A．搏動数及び房室傳導時周
　以下述べてある各成績についての作用傾向の列定は各図
から直接得たmacroscopicなものである。各成繊の推計
学的処理による列定は本実瞼成績の項の末尾に一括しての
べてある。
　1．　刀合生　　72日一ylffi　（3正1）　（17f列）
　　a，捕動数（第1図）
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作用例の分布はContro1例に比し抑制側にある。從って，
Achは抑制的に作用していると考えられる。
　　b）房室傳導喧糊（第2図）
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　作用例………13例・　Control例………6例
作用例の分布はControl例に比し抑制側にある。從って♪
Acbは抑制的に作用していると考えられる。
　2．　月台生4日　（21｛列）
　　a）排動数（第3．図）
　作用例………13例　　Control例・・一…8例
投與後10秒では，作用例の分布はControl例の分布の上
下に可成り明瞭に二群に分れて分布し，投興後30秒では，
抑制側に分布した群は逆に促進側に分布する様になる。從
ってAchの作用は促進的に作用する場合と，一旦抑制し
雄健進ずる2つの場合があると考えられる。
　　b）房室傳導蒔閥（第4図）
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作用例はControl例より抑制側に分；布している。從ってプ
Achは抑制的に作用していると考えられる。
　3．　川台生5日　（ISf列）
　　a）搏動数（第5図）
　作用f列・・…・…7｛列　　　Control｛列………4例
作用例の分布はControl例の分布の上下に廣く分布してい
るが，抑制側に分布する例がやや多いb從ってAch作用
はあ1），傾向は概して抑制的の如くである。しかし促進例
の促灘の度合は可成り明瞭であり，Achは作用あるも傾向
不定と考えるのが委当であろう。
　　b）房室傳導時開（第6図）　一
　作用例………IO例　　Gon七rol例………8旧
作用例はControl例より抑制側に分布して居る。徒って，
　10　30秒一一一一一一中
第4図PR－4日
Achは抑制的に作用して居ると考える。
　4．胎生6日置18例）
　　a）搏動数
Ach作用前に絶て，すでに不整脈を示し，その不整脈は
Ach投與により変化されない。從って，その不整脈のため
に搏動数の測定は不可肯旨であり，薄動数に対するAchの
影響の威績は得5一られ，なかった。
　　b）房室傳薄時間（第7図）
　作用例………12例　　Control例………6・例
作用例はControl例Q分布とほぼ同様な分布状態を示して
いるが，その分布はControl例の分布の上下に棺廣く分布
している。從って，Achの作用あるも作用傾向不定と認め
る。
　5．胎生7凹（20例）
　　a）描動数
胎生6日と同様に，Ach作用前にお．いて既に：不整脈を示し，
その：不整脈はAch投興により変化されない。從って，そ．
の不整脈のために搏動数の測定は不可能であ1），搏動数に
対するAchの影響の成紙は得られなかった『p
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　　b）房室傳Ptlllr冊（第8図、
　作用例………13例．　Control例………7例
作用例の分布はControl例の分布と同様分布を示した。從
って，作用は認められぬ。
　6．　月台生8　El　（18f列）
　　al糎動数
胎生6，7日と同様に不整脈であり，　全く同榛な理由で捕
動数の成績は得られなかった。
　　b）房室傳螂時間（第9図｝
　作用例∴……・10例　　Control例一…・・1S例
作用例はControl例の分布と異なIJ，ほとんどすべての例
が編在的に促灘側に分布している。從って，Aehは促建的
と認められる。
　7．　月台生i3日　　（181列）
　　a）縛動数（第10図）
　作用例………8例　　Con加ol例………6例
作用例はControl』例に比し抑制側に分布している。從っ
て，Achは抑制的と認める。
　　b）房室傳導時間（第11図）
　作用例……．…8例　　Control例………6例
作用例はControl例に比し，抑制側に多く分布している。
從って，Achは抑制的作用をして居ると認める。
　8．搏動数及び房室傳鱒時問に関する成績の総括。
　得られた成絨についての以上の如き各列断を一括して図
示すれば次のと一tvりである。
　　a）搏動数
　　　　　（第12図）
　　b）　房室傳導li芋1旧
　　　　　（第13図）
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第8図PR－7日
　10　30秒一一第7図PR一一　6日
　B。不整脈に対するAchの影響及びその総括
　前蓮の如く6，7，8日はAeh’投輿前即ちStandard｝こおい
て既に不整脈状態にある。これに対しAehを作用させたの
であるが，何等その搏動数の調整の傾向は6，7，S日何れの時
期にも認められなかった。從ってAchはこれ等難胎児の示
している不整脈に対し，その調整作用はないと列断される。
　なお，三口数，房室傳響時問に関する得られた成績につ
き，Ach例とControl例との相関の有無をFisherの直
接確傘計算法を滴用して楡定した。即ち各群を明かに促進
する群C暁影響ないか或いは促進または抑制の不明瞭な
群翁，明かに抑制する糊一）の三群に分ち，Fisherの直接確
率計算法を適用したのであるが，第12図，第13図のうち明
かに傾向の捌断される胎生rlの成績，即ち排動数について
の3，4，13日，房室傳導時間についての3，4，5，811は5％
以内の危相傘でAchの影響が有意義であった。從って，
これ等の成績はAchの作用のある審を示すものと考えて
・よいであろう。13日の房室傳蝉時問の威績は有意義な差な
く，從ってAchの作用があるものとは断定し得ない。故
に輩に傾向あるものとして取り扱う。4口の錨動数の成績
では，Achの作用は前述の如く推計学的に：有意毒隻ではあ
る。　しかしAchに対し，41－1の難胎見心臓は何警かの理
由によリニ群に分れ，促進抑制の2ようの反謄を示してい
るわけで，　この促進抑制の夫々の群の何れがControl例
との問に相関関係ありゃ否やが問題になる。この点につい
ても同様にFisherの直接確率計算法を適用したが，　Ach
は各抑制群7促進群何れにも有意義であった。從って4　EI
の博動の成績は第12図の如く記載され得る。
　第12図，第13図は以上の推計学的処理を経て正当な成績
と確認されたものであり，從って考察ではこの図の戌績．を
基礎に論ずる事にする。
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第9図　PR－8日
以上前篇を絡るにあた）1，次に概略を総括する。
　1．発生過程の難胎児心臓に対し，2000×Ach
を作用させた。
　2．搏動数に対．し，3，13日では抑制・4日でぽ
oo 90
抑制する場合と逆に促進する場合とが認められた。
　3．難胎兇心臓のあらわす不整脈にAchは調
整作用を示さなかった。
　4．房室傳：導時間に対し，3～5日，13日では抑
制，8日では促進であった。
　　　　　　　　　　　　　（昭禾l127．12．27受付．）
調本謙の鮨は第30回眺生理学会総会蹄いて発表した・
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Summary
願
1
????????????????
　As　a　part　of　the　series　of　studies　on　the　autom．aticity　of　heart，　the　author　has　observed
　electrocardiogramatically　the　effects　of　Ach　on　the　embryonic　chick－heart　in　the　process　of
development・
2000×dose　of　Ach　was　applied．　、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　．
　The　results　are　as　follo虚s；　　　　　　　　　　　’
a）．Ach　depressed　the　pulsation　of　3一，ユ3－day　incubation　stages，　while　duo　effects，　depression
　　　or　accerelation，　on　the　pulsation　of　4－day　incubation　were　observed，
b）Ach　had　no　regulating　effects　on　the　arythmy　which　the　embryonic　chick－heart　in　the
　　　process　of　developmentミhowed．　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・）1・・eg・rd・t・th・tim・・垂・・nd・・ti・n　the　au・i・ul・v，nt，i、ul・r　sy、t，m，，mb，y。ni，　chi、k－h，a，t、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　3一，4一，5一，　andユ5－day　incubation　were　depressed；that　of　8－days　were　accerelated．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dec．27，1952）
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